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0大学の位置を変更する件（文部8 ) 1 . 19 
0大学の名称を変更する件（文部9, 10) 1 ·19 
0大学， 短期大学， 大学の学部， 短期大学
の学科及び大学の学部の学科の設置を認












































II（｛干＼159ij'- 2 }j 1 H 'itii 























J、るl )]1411(!), 1511(1＼）の11lij f lにわたゥて全いl a汽に
’k地さjLました。
山111りI�では， l'，� l"-Jで吃！肢を，む則している名J）、4,400
名（リJ2, 749名句 女1 . 651名）あリ， ；；I山大’γ：；i. 500 ?'1 
（リJ2, 188？＇，・ t.u. :n2r1 l , 山l , ,  l矢十｜，主主判大’γ’（ '1：；；山
I I I ;°'I\� j\':j 校で）i地 ） り（）（）名（ YJ561 ?',, t;:33�l�ノI）でそj L 
ぞj L 'j；地さjしました。
本’下では， u式1¥Jt＇ム地t: l i会で，；j-\rl1jされた＇Ji施f本tt111 lニ
J,I；づき司 li.rli'r地lズ6試験場において利II r日友jι，：／：-Lとを尖
施本部長とし492-f，の教職員が試験に時わI）， 初日は
1 +I ,Fff, f'E flの2教科， 2 l:I Hは社会， 数q：， 外［EJiifiの
3教十！を＇f�：どおり終了しました。
なお， 本学 ｜剖係の交 験状uは次の とお り でした。
,t!,：原（［打数｜欠席打数｜交験計数｜欠席＇f
3,500 126 3,374 I 3.6% 





1 月2 0日開催の評議会において 附属図書館商議会から
推薦のあった3名の教授の中から投票によって 行われ，
その結果， 平田 純教授（人文学部）が選出されまし







任し， 本学の管理運営に当たられました。 専門は， 英
語学， 富山県出身。
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1 エア ・ マット






















のは， 全く無謀なことだ。 掘った雪洞は， 6名がその
中でうずくまるた司けの広さと深さであったにちがいな
い。 そこにエア ・ マットを敷き， シートをかぶって，
麻袋無して店主ったのであろう。 これでは一夜の寒さに
培えられるわけがない。 今一つ付け加えると， 携帯ラ
























































たであった。 12 JJ 28日亦谷山に登り， ’汁il11Jの一政カ.-iIJJ






























めに， 長時間の大きな困難と戦う。 若者は， これを真
剣な生き方として実践するのである。 かく思えば， 幸子1















if 3 H 27日であった。 それから9カ月の｜尚に西ドイツ
で比／t[Jしたことを制介することによって， l珂ドイツと

























































































































る。 そのため夏には太陽が朝早くから出て， 夜遅＜ i尤
II（｛干1159年2 JJ 1 ll ?Jch 
学

































がら，'Jl�かに降る古－もあれば， H1：日， 今日の雪は， 遠慮
もなく「｜経ってもいいですね」と言いながら｜待ってい
る。
その操は， 刊すし、ような， それでいて， 自分の性格に
似ているようて＼自然に顔がほころぶ。
時には， 一言のことわりもなく， 夜半に多量降って
人びとを驚ろかす。 この時は， 「エーイ， イジワル／」
と叫びたくなる。





兄と二人で， 積もった雪に穴を開けたら青＜ (sky 
ぇ
-blue）見えた。 パンノ〈（雪遊びの道具）の柄で丸く
保健管理センタ 一講師 高 尾 テルノ



























て首を横に振られた。 （私は， 心の中で， グループの
中のことだから， みんなで探せばよいのに一一ーと。）何
故N先生は， 首を横に振られたか， その時は， 分らな
かった。
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かった。 と同時に， 3泊4日のゼミは、 この一時間で，
目的がほほ、達せられたのではなかろうかと忠、 われた。














＠ 退斤， 遅室の際には， 電気， ガスの消し忘れ， タバコの吸穀の後始末に十分注意し，
火災の予防に心がけましょうグ




助 教 授 大野 正道
nv 
工 学 部
II｛｛和59年2 H 1 u 発 行
助 教 技 川 田 勉
学
庶 務 主 任 回 中 崇子
報
経営短期大学部
助 教 授 下Jhな千代子
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主 要 行 事
本 部
1 H 4 日 御 用 始め
5 ～ 1 1 1:.I 続出 ＇＇'f: 古ll·tfi; 的 人 t下町出？’交 わj
7 - 13 日 介石’i研修 ス キ 一 議 門 会 （ 於， 辻、賀 高 原 ）
9 LI 第 5 [!J[ fi� l/\.処.fl［！ 本j:f;常 安 民 会 り 門 委 Ii 会
1 0  H 山 山 大’Y：峨 H i記 入 式
1 2  H m 2 凶 公 l lFJ 泌 ！＿￥ 安 ii 会
1 4 ～ 1 5  l I ll(j 干1 159年度 共 通 部 l 次 学 力 JA験
1 7  f l  I El 大 ｜仏 部 ：i ’ii＼＇ ；円 安 i i 会 （ 於 ， j 1cj 大 Wi l
部 13�1］ ’I !!1J G'.iCj l：検。i.j小安 H 会
釘� 6 [ 1 1 ＼ 人，"t， ’ir
部 5 [1 1 ['f: [{ij ニ ユ 一 ス 科”j us 安 H 会
l 討 u j_; ,[ j · f系 l� 二？議
20 1 1  釦 1 o ll!! ,i·Fと百義 会
2 1  u 学 内 ［IJj 伴 大 会 （ ！／：－， ，，； .； 山 大小職 以 会 館 ）
2 3  L I  第 2 [l!] J�� 水処卵主運営 安 以 会
24 H 第 3 凶 教 務委 H 会
2 5  u 経 治 学 点目指：出 入＇｝：選＃
27 日 出 山 大学 構 内 交 通 対策委員 会
第 2 凪 地 rJt終備委員 会
第 27回 学 寮 補 導 委 員 会
30 日 第 14国学M1J 改正検討小委員 会
国 家 公 務 員 給与等実態調査説明 会
（ 於， 金 以 合 同 庁 舎 ）
人 文 学 部
1 月 1 0 日 授 業開 始
1 1 日 学部教務委員 会
18 日 教授 会
真率会総会 及 び 同新年会
20 ～ 26 日 文学咋攻 科 入学願書受付
23 日 学部教務委員 会
25 日 コ ー ス 代表者会議
26 日 �＇／：部将来計凶i委 員 会








1 J J 9 I] 附 属 r j I ザ：校第 3 .:;:mi始業式
10 日 校 業｜非j 古fl
附属養l殺す：校第 3 学mi始業式
l H l U({ ;fl l 60年 度 入 試！J�本構想委 員 会
1 2 日 附属小学校第 3 '.'/:JlJJ始業式
附属幼tWf姐第 3 ヴ：則始業式
18 日 学部補 導 委 員 会
教 授 会
24 日 予算委 員 会




1 月 9 日 財務委員 会
1 1 日 学部教務 委 員 会
人事教授会
教 授 会
25 日 昭和59年度 富 山 大学経済学部推薦 入学 試験
II｛） 千1159年 三 H 1 I J  'll'.1 1  
26 E:l jiiJ i些 巧 委 以 会
30 日 弁純委 員 選 巧委 員 会
�色ザー
E里 声民子 部
1 月 17日 授 業開始
18日
学部教務 委 員 会
教授会
理学研究科委 員 会
真率会総会 及 び 同新年 会





1 月 6 日 昭和59年度共 通第 1次学力 試験実施に伴う
事務係、N当者打合せ会
i�，t交会総会
9 日 授 業 開 始
10日 移転実施計画委員 会
13日 専任教授会
14～ 20日 大学院工学研 究科 入学願書受付（二次）
18日 教 技 会
専任教授会
25日 学科主任会議
学部教務 委 員 会
仁
教 養 音B
1 月 11 l::J J受業開 始










教養部長｛民 事fil 者選挙管理委 員 会
第243号
25日 教務委 員 会
教養部長候補者選挙管理委 員 会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
l 月 11日 係長事務打ち合わせ
27日 II 
ト リ チ ウ ム科学センター
1月30 日 トリチウム科学 センタ 一運営 委 員 会
｜
保健管理センター ｜
1 月 18 日 スキー I （ 教 育学部）臨時健 康 診 断
25日 寒 中水泳健康診断
経営短期大学部
1月 9 日 校業開始
12日 第3回 夜間 主 コ ース検討委 員 会
19 日 第16 回 教 授 会
第 4回 入学者選抜学力 試験委 員 会
26日 第 4 回 夜 間 主 コ ース検討委員会
28 日 後学期技業終 了
ベ ジ ｜ 訂 正 筒 所 。央
1 0  
学 内 諸 報 の シ リ ー ズ ｜ 一 一 亦 谷 山 で道官任 し ｜ 一 一 局、 谷 山 て”遭難 し
「 富 山 大学， あ の 日 ｜ た 事件 は ， 昭和36年 ｜ た 事f!j：は ， 昭 和35年
あ の 頃」（」 ）の項 目 中 J 1 2 月 末の こ と で， 一 一 I 1 2 月 末 の こ と で，
上か ら 8 行 自 の 左側 l I 編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
あ け ぼ の 企 画
富 山 市 曙 町 8 - 4 
電 話 （33) 3 3 5 6 肋
1 1  
. 富 山 大学 で は ， I · · … 富 山 大学 では ，
向 上上か ら 25行 自 の I 6 月 に 避難 6 君 の 合 I s 月 にj笠雛 6 君の合
右側。 ｜ 向！な'JH，き を ー … 守 一一 一 I r司 慰霊祭 を 一 一 一 一
印刷所
円／】
